
次期山形県産業振興ビジョンの策定について 
 

１ 趣 旨 

現在、本県の産業振興にあたっては、県の長期構想「第４次山形県総合発展計画」(計画期

間：令和２年度から概ね10年間)の下、「山形県産業振興ビジョン｣(計画期間：令和２～６年

度)を基本計画として各施策に取り組んでいる。 

現計画が来年度で終期を迎えるにあたり、昨今の経済情勢や多様な課題に的確に対応した、

本県産業振興の中長期的な方向性と具体策を明確化するため、新たな基本計画を策定する。 

 

２ 計画策定にあたっての基本的な考え方 

 (1) 計画の枠組み 

  ① 主に商工業及び労働に関する施策の展開方向及び具体的な振興策を明示する。 

  ② 社会情勢の変化とともに、多様化・複雑化する課題に対応した総合的な計画とする。 

 (2) 計画期間  令和７年度から令和11年度まで（５年間） 

 

３ 策定に向けた体制・想定スケジュール 

 (1) 審議会 

   次期ビジョンの策定作業は、知事の諮問を受けた「山形県産業構造審議会」の意見等を聴 

  取しながら行う。 

 (2) ワーキンググループ（ＷＧ） 

  山形県産業構造審議会の意見を具現化し、次期ビジョン策定の作業部隊として、産業労働 

  部内各課の担当者によるワーキンググループを設置する。 

 (3) 工程表 

時期 
次期産業振興ビジョン 新総合発展計画実施計画 

審 議 会 ＷＧ・事務局 総合政策審議会 

(令和５年度) 

令和５年11月 

    

 令和６年３月 

 
 

 

(令和６年度) 

令和６年５月 

 

 

 

 ７月 

   

10月 

   

令和７年２月 

   

３月 

   

                                            ↑ ≪参考記載≫ ↑ 

答申(案)について 

令和５年度 第１回審議会 

策定の進め方、課題の洗い出し 

骨子(案)について 

令和５年度 第２回審議会 

課題の整理、対応方向 

令和６年度 第１回審議会 

ＷＧ運営 

企業、関係機関ヒアリング等 

中間とりまとめ(案)について 

諮問手続き 

新ビジョン策定 

パブリックコメント 

課題と対応方向検討 

令和６年度 第２回審議会 

令和６年度 第３回審議会 

骨子(案)の作成 

個別施策・指標等検討 

最終案作成 

令和６年度 第１回審議会 

令和６年度 第２回審議会 

令和６年度 第３回審議会 
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